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日本語教育におけるオノマトぺの扱いについての一考察
兵庫教育大学　学校教育研究センター　渡　遠　裕　子
オノマトペとは、 「擬音語」, 「擬態語」の両方をさす語として用いる。オノマトペの教育は,語嚢教育の枠組みの中
で考えなければならない。当該学習者に,ふさわしい語嚢を必要なだけ,シラバスに盛り込みたいと考える。日本
の大学で学ぶ留学生にとっては, E]常生活において,日本語を母語とする人々とコミュニケニションをとる必要が
ある。日本語話者がオノマトペを自らの言語生活の中で用いることが普通である以上,オノマトペを日本語学習者
に,教授する立場をとりたい。オノマトペについては,積極的に教授するという立場を採らなければ,学習者は,
未学習のままということが起ってくるOこれはオノアトペが初級用のテキストにおいて,学習項目に積極的に選ば
れていないという調査結果から予測できることであるo既に,擬態語であることが意識されなくなった語について
紘,わざわざオノマトペであるという情報は教授する必要がないと,テキスト作成レベルで考えられているようで
あるが,筆者も,それには賛成の立場を採る。知識としそのオノマトペ教育は,学習者のニーズに従って行わなけ
ればならない。学習者が,たとえ, 「擬態語」とは何かが説明でき,その形態上の特徴が分かっていても,個々の語
について, 「擬態語」かどうか判別することは難しく,それが出来たところで,実際の言語生活上で語義を正しく理
解し,適切に用いることが出来なけば,教育としては,成功と言えない。実際の教育上ふさわしいオノマトペの選
択及び,教授法については,今後の課題とする。
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1.研究の手順・方法
最初に、オノマトペの定義を簡潔に述べる。その上で,
日本語教育において,オノマトペがどのように扱われ
ているかを調べるために,まず,初級及び,中級の日本
語のテキストにおける取り上げ方を見ていく。その場合
の第一の問題点は,そもそも,オノマトペという学習項
目として,取り出して教授しているかどうかという点で
ある。取り出して教授しているのなら,どのような説明
の仕方であるのかが述べられることになる。次に,学習
項目として立てられていない場合も含め,どうのような
オノマトペがテキストに載っているかを調査する。
調査対象日本語教育用テキストのリスト
初級用
1.JAPANESE FOR TODAY (1973)吉田弥寿夫他
学研[JFT]
2.BEGINNING JAPANESE Part l& 2 (1974) Elea-
nor H. Jorden TUTTLE [BJl・2]
3.JAPANESE FOR BEGINNERS (1976)吉田弥寿
夫他　学研[JFB]
4.An Introduction to Modern Japanese (1977)水
谷修他　The Japan Times [MJ]
5.日本語初歩I-II (1981) (1982)国際交流基金　凡
人社[初歩I -II]
6.JAPANESE FOR BUSY PEOPLE I (1984) Asso-
ciation for Japanese-Learning Teaching
KODANSHA [JFBPI]
. 7.文化初級日本語I・II (1987)文化外国語専門学校日
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本語科　文化外国語専門学校[文化I-II]
S.JAPANESE FOR BUSY PEOPLE II (1990) As-
sociation for Japanese-Language Teaching
Kodansha International [JFBPII]
9.JAPANESE FOR EVERYONE (1990) Susumu
Nagara GAKKEN [JFE]
10初級日本語(1990)東京外国語大学留学生日本語
教育センタ-　三省堂[初級]
ll.しんにはんごのきそI (1990)　し_んにはんごのき
そII (1993)海外技術者研修協会　スリー　エーネッ
トワーク　[きそI-II]
12.SITUATIONAL FUNCTIONAL JAPANESE
VOLUME ONE (1991), TWO (1992)
&THREE:NOTES (1992)筑波ランゲージグルー
プ凡人社[SFJI・II・III]
中級用
13.中級日本語vol l&vol 2 (1974)大阪外国語大学編
集・発行[阪外大中級I - II]
14.日本語中級I (1979)東海大学留学生教育センター
東海大学出版会[東海大中級I]
15.総合日本語中級(1987)水谷信子　凡人社[水谷
中級]
16.Spoken Japanese vol.1 &vol.2 (1988) AKP同志
社留学生センター　凡人社[AKPl・2]
17.現代日本語コース中級I (1988)現代日本語コース
中級II (1991)名古屋大学総合言語　センタ-Ei本
語学科　名古屋大学出版会[名大中級I - II]
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18.コンテンポラリー日本語中級(1989)奥村訓代他
桜楓社[コンテンポラリー]
19.日本語中級I (1990)国際交流基金E]本語国際セン
ター　凡人杜[基金中級I]
20.日本語会話中級I&II (1993)高柳和子他　TIJ東京
日本語研修所[TIJ中級I - II]
21.中級の日本語(1994) Akira Miura他　The Japan
Times [JT中級]
上記のテキストは,手に入りやすいこと,日本語教育
の現場で用いられることが多いと考えられること,教材
としての歴史を振り返る際に触れておきたいと,筆者が
考えるものを中心に選んだ。すべての教材を調査するこ
とは,初めから意図していないことを断っておきたい。
なお,本論文の中で各テキストについて言及する際,便
宜上[ ]内に書かれている略語を用いる。
2.オノマトペとは何か
本稿では,擬音語,擬態語をまとめて,オノマトペと
表現している。 「擬音語」.は,生物,無生物の出す音を
表す語である。 「擬態語」は,生物,無生物の動作,状
態等を音で象徴的に表現する語である。オノマトペの代
わりに, 「音象徴語」と呼ばれる場合もある。
金田一(1978)では, 「擬音語」を無生物の音を表す
「擬音語」と生物の声を表す「擬声語」に,そして, 「擬
態語」を無生物の状態を表す「擬態語」,生物の状態を
表す「擬容語」,人間の心の状態を表す「擬状語」に分
類しているo Lかし,個々の語を厳密に分類することは,
容易ではないし, 「擬音語」, 「擬態語」以上に分類する
ことは,教育上は,必要ないと考える。
3.オノマトベの取り扱いの実際
初級用テキスト12種類において,オノマトペについて,
項目を挙げて説明をまったく行っていないものは, 7種
類であった。なんらかの形で,話題としているのは, 5
種類である。
[JFT]においては,副詞の一つとして,第22課の文
法の欄に'Onomatopoeia'という見出しのもとに,英語
による説明がなされている。
「他の言語同様,日本語は,オノマトペと呼ばれる語が
豊富であるo　その中のあるものは,ただ者を真似るのに
用いられる。 」 (筆者訳) (吉田他1973　p.266) 「しかし,
非母語話者にとってもっと難しいことは,行為,出来事
が起こるさまざまの様態を記述するために,それらが用
いられることである。」 (筆者訳) (同上　p.267)同じペー
ジにおいて,英訳と共に,オノマトペを用いた例文が挙
げられている。
紹介されている語は, 「パンパン,わんわん,ほっき
り(と),ゆっくり(と)どんどん,しっかり(と)」で
ある。 [JFT]では,新出の語句は英訳と共に,リスト
アップされているが,その時オノマトペであるものにつ
いては(onomat)という情報が付けられている。
[ FB]では, UNIT25の' Look & Learn'において,
Sounds And Noises Everywhereというトピックのもと
で,イラストと共に, 「ワンワン,ガチャン,チックタッ
ク,プープー,キーン,グーグー,ニャ-ニヤー,オギャー
オギャ-,コンコン,バタン,コケコッコ-」の11の語
が紹介されている.なお,テキストではこれらの語はロー
マ字表記である。「これらは,その後に, 'と'を付け
て,副詞として用いられる。」 (吉田他1976　p.160)と
いう説明がなされている。しかし,オノマトペであると
いうような説明は, -切ない。
[初歩I-II]では, 15課の「れんしゅう」において,
(1)犬は「ワンワン」といって,なきます。のような文
の形の中で扱われている。その他,それぞれ動物のイラ
ストと共に, 「ニヤーニャ-,モーモー,プープー,チュ-
チュ-」という語が紹介されている。 [初歩I-II]にお
いても,オノマトペという語嚢の概念などについては,
一切記述がないO
[JFE]では,第23課において　Useful expressions
の病気のところで, 「がんがんする,ずきずきする,し
くしくする,きりきりする,どきどきする」が英訳と共
に,出ているが,オノマトペに付いての情報は,全く記
述されていない。
[SFJI・II]では第九課において　　How to explain
your symptoms'というタイトルのもと, ' Type of
pain　の中で「がんがんする,ずきずきする,きりき
りする」が, ' General symptoms'の中で, 「むかむ
かする,くらくらする」が紹介されているが,オノマト
ペであるとの情報は,全く,記述されていない。
次に,中級用テキストに移る。 9種類の中級用テキス
トのうち,オノマトペについて,なんらかの形で,記述
があるのは, 5種類である。
[阪外大中級I-II]では,第十三課の「まとめ」にお
いて,情態の副詞の中の-種類, 「ぎ音・ぎ態語(Ono-
matopoetic words)」として,例文と共に, 「ゆっくり
(と),のんびり(と),ざあざ(と),きらきら(キラキ
ラ) (と`),さっと,はっと」の6語が紹介されている。
又,例文なしに, 「どんどん,すらすら,ばっと,ぎっ
しり」が載せられている。さらに,第二十九課では,
「まとめ」のところで, 「する」の注意すべき用法の一つ
として, 「ギ音語・ギ態語+する」が挙げられ,例文と
共に, 「いらいらする,ガタガタする,ザラザラさする,
ゆっくりする,がっかりする, .びっくりする,ぼんやり
する,はっとする,ほっとする,かっとする」及び,例
文なしで, 「びっくりする,ビクビクする,ビクッとす
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JFTBJ JFBMJ 初歩 JFBP文化 JFBP JFE初級 きそ SFJ
ち ょうど ○ ○ ○ ○
ゆ っくり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
き つと ○ ○ ○
は っき り ○ ○ ○ ○ ○ ○
も つと ○ ○
ず つと ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ち ょっと ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
び っくり ○ ○
や つと ○ ○
す っか り ○ ○
よ うや く
きちんと ○ ○
しっか り ○ ○
ぼんや り ○
ち ゃんと ○
ち っとも ○
が っか り
にこにこ ○
(その他)
そろそろ ○ ○ ○ ○ ○
どん どん ○ ○ ○ ○
る」が載っているが,それ以上の説明記述はない。
[AKPl・2]では,第8課の「構文II」の中で, ' Ono
matopoetic words'という見出しのもと「日本語は,い
わゆるオノマトペと呼ばれる語が豊富である。」 「オノマ
トペは又,行為,出来事が起こる様々な様態を記述する
のに用いられる。 (しばしば,カタカナで書かれる。)」
(筆者訳) (AKP 1988　p.100)という説明と共に「ワ
ンワン,ニヤーニヤー,じろじろ見る,くすくす笑う」
が紹介されている。又,語嚢リストにおいて,当該の語
には, (Onomat)という情報が与えられている。さら
に,第38課においては会話文中に出てくるだけではなく,
オノマトペが3ページにわたって扱われている。 'On0-
matopoeia'の見出しのもと, 「a.擬声語,擬音語:a
cry or sound expressed as a word.」 (同上p.172)
「b.擬態語: describes an acation, an attiude or an
appearance.」 (同上p.173)のように分類されている。
擬声語,擬音語については,さらに,声(馬　ヒヒ-ン,
牛　モーモー,猶　ニヤーニャ-,犬　ワンワン,豚
プープー,辛,山羊　メ-メ-,ねずみ　チュ-チュ-,
すずめ　チュンチュン,からす　カーカー,にわとり
コケコッコ-,せみ　ミ-ンミ-ン,カナカナ,かえる
ケロッケロッ,ゲロゲロ)音(ガチャンと,どリッと,
(○印は当該テキストに
おいて,当該の語が提出
されていることを表す)
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パリッと,トントン(と),ドスンと,パーンと)自然
の音(雨　ぽつぽつ,ばらばら,ぎーぎー,しとしと,
雷　ごろごろ,風　そよそよ,ぴゅ-ぴゅ-,びゅ-びゅ-
,川・水　さらさら,ざあざあ,ごうごう,ざぶざぶ,
じゃぶじゃぶ,せき　こんこん,ごほんごほん)と3つ
に分けて,それぞれ語の紹介がなされている。擬態語も,
14に下位分類され,それぞれの語が紹介されている。
1.笑い方　にこにこ,にやにや,にたにた,くす
くす　-笑う
2.泣き方　しくしく,めそめそ,わんわん,わ-
わ二　一泣く
3.見方　　じろじろ,きょろきょろ,じっと,じ
ろっと,ちらっと,　-見る
4.寝方　　すやすや,
5.歩き方　さっさと,
ぶら,とぼとぼ
6.飲み方　ごくごく,
む
7!食べ方　ばくばく,
べる
8.話し方　ぺらぺら,
ぐうぐう　-寝る
すたすた,よちよち,ぶら
-#<
がぶがぶ,ちびちび　一飲
もぐもぐ,がつがっ　一食
べらべら,ひそひそ,ぼそ
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阪外大 東海大 水谷 AKP 名大 コンテン
ポラリー
基金 TJ JT
ちょうど
ゆっくり.○ ○ ○ ○ ○
きつと ○ ○ ○ ○
はっきり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
もつと ○ ○ ○
ずつと ○ ○ ○ ○
ちょっと ○ ○ o ○
びっくり ○ ○ ○
やつと ○ ○ ○
すっかり ○ ○ ○ ○ ○
ようやく
きちんと ○ ○
しっかり ○ ○ ○ ○ ○
ぼんやり ○ ○
ちゃんと ○ ○ ○
ちっとも ○
がっかり ○ ○ ○
にこにこ ○ ○ ○ ○
(その他)
-そろそろ ○ ○ ○ ○
ぴったり ○ ○ ○ ○
ほっ ○ ○ ○
ベラベラ ○ ○ ○
どんどん ○ ○
E
○
ぼそ,ぺちゃくちゃ　-話す
ずけずけ,ぶつぶつ　一言う
9.動き方　もたもた,もじもじ　-する
10.怒り方　ぶんぶん,かっと(かんかんに)　-
怒る
11.光り方　ぴかぴか,きらきら,ちかちか,てか
てか,ぎらぎら　-光る
12.味　　　びりっと,すかっと,こってり,あっ
さり,さっぱり　-する
13.さわった感じ　　つるつる,すべすべ,べたべ
た,ざらざら,ぬるぬる,ねばねば,
ふかふか,さらっと　-する
14.におい　ぷんと,ぶ-んと　一におう,におい
が-する　(同上p.173)
[名大中級I・II]では,第7課の文法の欄において
`Adverbs (1)'で,扱われている。
「日本語には,擬音語(日常生活における実際の音の
直接音声表現)及び擬態語(現象あるいは人間の心理的
情態の音声表現)と呼ばれる音象徴語が豊かである。す
べて,副詞として用いられる。擬音語及び擬態語は,主
に話言葉において用いられる。語によって, ''と"を伴
う場合もあるし,伴わない場合もあるのが普通である。」
(筆者訳) (名古屋大学総合言語センター日本語学科19
88　p.187)そこで,紹介されているのは, 「ぽたぽた
(と),ざあざあ(と),ゆっくり(と),はっきり(と)」
である。第7課で扱われる以前の課である第4課の読む
練習「地震」の本文中「ガタガタと(動く),ガチャー
ンと,バーツと(飛ぶ),バラバラ(ふってくる),ゾッ
と(する),ガッチリと(とめろ),ゴチャゴチャ(おく),
ピタッと(止る)」が用いられているが, 「ゾッとする
(shudder(with fear)) 」 (同上　p.117)以外は,単語
表にも載っていないし,オノマトペであるという情報も,
全くない。第10課の「モグモグ,バクバク」,第12課の
「ガチャガチャ」,第17課の「バーンと,ピッピッピッと」
にたいしてのみ,オノマトペであるという情報が付加さ
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れている。しかしながら, 「ずきんず・きんする(feel a
throbbing pain)」 (L14 ), 「もりもり(-した) (big
(muscles))」 (L17)のように,語嚢リストにおいて,
英語による訳しか与えられてないものも見られる。
[TIJ中級I-II]では,第12課に「 《会話　7≫気持
を表すことば・擬態語」という見出しが挙げられ,会話
文中に, 「どきどき(する),わくわく(する),はらは
ら(する)」が用いられている。さらに,練習8におい
て,例文と共に, 「ゆっくり,もぐもぐ,ごちゃごちゃ,
どきどき(する),うきうき(する),はらはら(する),
わくわく(する)」が紹介されている。しかしながら,
オノマトペ自体の説明の記述は,全くない。
[JT中級]では,第12課において, ' NOTES ON GI
ONGO AND GITAIGO'というタイトルのもと, 1ペー
ジを擬音語と擬態語の説明に当てている。
「日本語には音象徴の豊かなシステムがある。おおま
かに言うと,二つのカテゴリーに分けることが出来る。
即ち,擬音語(phonomimes,onomatopoeia)及び,撹
態語(phonomimes,psychomimes)である。擬音語は,
現実の音を真似た語を表している。英語にも又,動物の
もたらす昔のような,そういったものがいくらかある。」
(筆者訳) (Akira Miura他1994　p.254)
「凝態語は印象に基づいて状鼠　感情,行為の方法を
表す語であるo英語にも又,' roly-poly(まるまるした)' ,
' shilly-shaHy(ぐずぐずする)'のような擬態語に似た
語がある。」 (筆者訳) (同上　p.254)
「ここで英語と日本語の間には3つの重要な違いが存
在する。まず,英語において,もし人が余りにも多くの
擬音語あるいは擬態語を使って話すならば,子供っぽく
聞こえるという危険を犯すかも知れない。日本語では,
犬の変わりにワンワンというような赤ちゃん言葉で特に
用いられるオノマトペを用いる場合を除いては,こういっ
た心配は存在しない。第2に英語では, ' slam(ピシャ
リとしめる), whaackCバシッと打っ), flash(ピカッと
光る), slick(なめらかな), smooth(なめらかな), plump
(ドシンと落ちる), glisten(ピカピカ光る)'等のよう
な,元々擬音語あるいは擬態語であった動詞及び形容詞
が現実に多くあるのだが,もはやそういったものとして
は見なされていない。一方,日本語においては,擬音語
及び擬態語の多くは,しばしば「と」が付加されて,刺
詞として用いられている。」 (筆者訳) (同上　p.254)
「第3番目は, (そしてこれは上述の第2番目と関連し
ているのだが)英語において全く異なる動詞が関連する
行為に対して用いられる場合が非常に多いのに対して,
一方日本語においては, -つのそして同じ動詞が異なる
擬音語あるいは擬態語を付加して働く。」 (筆者訳) (同
上　p.254)
ここで紹介されている語は, 「わんわん,にゃ-お,
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もー,どん,ずどん,ぽたぽた,~どしん,.どさっ」, 「き
き と)痛む,・しくしく(と)痛む,ぽんぽん(と)
質問する ぼそぼそ(と)話す,のらりくらり(と)請
す」, 「げらげら笑う,くすくす笑う,にやっと笑う,に
こにこ笑う」である。
4.教材としての日本語教育用テキストの鞠査から分か
ること
調査した, 12種類の初級用テキネトで,オノマトペを
積極的に,シラバスに取り入れていたのは, [JFT]だ
けであった　[JFB]では語の紹介に留まっていたし,
[初歩I-II]でも同様である。二つの共通点は,動物の
鳴き声を扱っているということである。擬音語が紹介さ-
れていたのである　[JFE], [SFJI-II]では,病院,
医院で自らの症状を説明するために必要な語嚢として,
擬態語を紹介している。しかし, 「擬態語」自体につい
て言及していないところから見ると,知識としてのオノ
マトペを与えることは意図していないと考えられる。.～
方, [JFT]では擬態語が学習者にとって,難しいもの
である事が,指摘されている。ここで,テキストに載っ
ている「はっきり,ゆっくり,どんどん,しっかり」は,
実際のところ,普通の副詞として認識されていてわざわ
ざ,擬態語なのですよと指摘されなければ,気がっかな
いかも知れない。そこで,見ることの出寒た18種類の国
語辞典で,上記の4つの語について, 「擬態語」であると
いう情報が記載されているかどうかを調べた結果, 18冊
すべてにおいて,全く記載されていないということが分
かった。 18種の国語辞典のリストは以下の通りである。
1,日本国語大辞典(1972)日本大辞典刊行全編　小
学館
2.角川国語中辞典(1973)時枝誠記他　角川書店
3.学研国語辞典(1978)金田一春彦他　学習研究社
4!詳解国語辞典(1985)山口明穂他　旺文社
5.現代国語例解辞典(1985)林巨樹　小学館
6.岩波国語辞典第四版(1986)西尾実他　岩波書店
7言泉(1986)林大　小学館
8.新選国語辞典第六版(1987)金田一京助他　小学
館
9例解新国語辞典第二版
10.H省望国語辞典第三版
V.
ll.新明解国語辞典第三版
省'M
12.大辞林(1988)村松明
13.現代国語辞典(1988)
14.福武国語辞典(1989)
15.日本語大辞典(1989)
(1988)林四郎他　三省堂
(1988)見坊豪紀他　三省
(1988)金田一京助他　三
三省堂
市川孝他　三省堂
樺島忠夫他　福武書店
梅樟忠夫他　講談社
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16.広辞苑第四版(1991)新村出　岩波書店
17.集英社国語辞典(1993)森岡健二他　集英社
18.学研現代新国語辞典(1994)金田工春彦　学習研
fflョ
18冊の辞書を調べたにもかかわらず, 「擬態語」とい
う情報が載せられていないということは,国語辞典作成
に当たって, 「擬態語」という語嚢情報が必要なものと
考えられていないということを,表していると考えられ
る。ちなみに, 『日英擬音・擬態語活用辞典』 (1984)と
『擬態語・擬音語分類用法辞典』 (1990)には, 4語とも
載うていた。実際のところ,授業で,擬音語,擬声語,
擬態語という分類をして,語尭教育をしても,国語辞典
に学習を助けるような情報が欠けていれば学習者にとっ
てはあまり助けにならないと分かった。
オノマトペをシラバスに取り上げていない他のテキス
トにおいても;会話文,練習等の中に,オノマトペと分
類できる語が全く出てこないというわけではない。ただ,
それに焦点が当てられてはいない。個々の語について見
ると,単語リストに載せられているものと載せられてい
ないものがある。対訳が英語で与えられているものが,
[JFT], OBJ1-2], [JFB], [MJ], [JFBPI], [JFBP
II], LJFE], [SFJI・II・Ill]の8種類であり,リスト
はあっても,対訳のないものが, [初歩I-II], [初級]
の2種類である。 [文化I*II]は,単語リストそのもの
が存在しない。 [きそI'll]は,単語リストはなく,索
引が付いているが,対訳はない。語嚢に対する扱いに差
があることが分かる。これは,語嚢教育をどのように考
えるかを表しているといえる。語嚢教育については,章
を改めて,論じる。
中級用テキスト9種類において,オノマトペが積極的
にシラバスに選ばれているものは, [阪外大中級I'll],
[AKP], [JT中級]の3種類である。曲がりなりにも,
オノマトペの一部に触れているものが, [名大中級I-II]
, [TIJ中級]の2種類である。 [阪外大I-II]では第1
3課において, 「擬音語,擬態語」という語が紹介されて
いるのだが, ' Onomatopoetic words'という訳語の
他になんら説明はなく,例文自体も前後の脈絡なしの1
文の例文であり,英語による訳も付けられていないため,
教授者の説明なしには,理解するのは困難であることが
予測される。第29課の動詞としての用法についても同様
である。例文が付加されているものも,やはり,前後の
脈絡に欠けているし,英訳も付いていない。どのような
語義を持ちどのような状況で用いることが出来るかとい
うことについての情報が欠けている[AKP]での扱い
紘, 「擬声語,擬音語」, 「擬感語」という語についての
説明がなされている。そして,オノマトペの提示方法に
ついては, 2つの方法を取っている。 1つば, [阪外大
I*II]と同じく,例文によるものである。英訳が付いて
おらず,前後の脈絡のない1文であることも同様である。
もう1つは,一緒に用いる動詞と併記するやり方である。
しかし,たとえば, 「ぽつぽつ降る」と「ばらばら降る」
はどう,違うかについては, E]本譜によっても,英語に
よっても全ぐ情報が与えられていない。 [JT中級]での
オノマトペの扱いは, [AKP]のようにオノウトペの世
界に含まれる多くの語を紹介しようというのではなく,
オノマトペ自体に付いて知識を与えるものとなっている
言える。英語との比較により,オノマトペが日本語の
語嚢の中で,どうのようなものかを伝えようとしている。
紹介されているそれぞれの語については,英語の訳が添
えられているので,英語を理解するものにとっては,分
かりやすいものとなっている。
オノマトペを学習項E]として扱っていないテキスト中
に,オノマトペに属する語が出てくるのは初級用テキス
トの場合と同様である。単語(語嚢)リストに,挙げら
れている場合もあるし,ない場合もある。なお,訳語が
付けられていないテキストは[コンテンポラリー],
[基金中級I]である。
初級用テキストに比べ,中級用テキストでは,オノマ
トペがシラバスに選ばれる事が多く,又,選ばれた場合,
その扱い方は,丁寧になっていると言える。紹介される
語の数も,中級用テキストの方が多いし,オノマトペ自
体についての知識も与えようとしていると言える。しか
しながら,中級レベルでオノマトペを必ず学習項目に入
れなければならないという事にはなっていないことが分
かった。さらに,或る語が,オノマトペであるという情
報を,単語(語嚢)リストに載せる必要を認める立場は
少ないということが分かった。
5.;吾無教育とオノマトベ
日本語教育も言語教育の一つであるので,対象となる
ものは,当該の言語,日本語である。学習者が,日本語
について,何を習得したか,学習したかが教育の結果と
して問われることになる。学習者の様々なレベルでの多
様化の中で,理想的な一つのシラバスを作ることは,全
く非現実的である。現実の日本語の言語活動の世界にお
いて話言葉であれ,書き言責であれオノマトペが用いら
れている以上,オノマトペを無視することも又,非現実
的であろう。コミュニケーションの為の日本語を習得す
るとLl-ぅことが半ば自明の事となった現在,いかに教え
るかのレベルで工夫がなされている。シラバスも複数の
種類があるわけだが,例えば,構造シラバスを採用する
にせよ,機能シラバスを採用するにせよ,或る言語形式
を基に教授することになる。やはり,言語形式に焦点が
当てられているのである。教授者自身が,音声教育,文
法教育,文字教育といった分類で,自らの教育に焦点を
日本語教育におけるオノマトペの扱い
当てようとすることは,普通に行われていると言える。
しかしながら,語棄教育というのは,余りにも意識化さ
れることが少ないのではないだろうか。初級レベルでは,
特に文型に焦点が当てられるので,語嚢も又,重要な教
授項目であることを忘れがちである。母語においては,
年齢にふさわしい言語表現が出来るにもかかわらず,日
本語で必要な概念を表す語を知らないばかりに,コミュ
ニケーションが出来ないのでは,日本語教育がうまく行
われていないことになる。中級以上になると,学習者の
ニーズにもよるが,大学で学ぶ留学生の場合,彼らの専
門との係わりにおいて,語嚢教育が問題とされるように
なる。しかし,オノマトペについては,積極的に,教授
する-という立場を採らなければ,学習者は未学習のまま
ということが起ってくる。これは,初級用のテキストに
おいて,学習項目に積極的には選ばれていないという,
調査結果から予測出来ることである。あらゆる日本語学
習者が,必ず積極的にオノマトペを学習するべきである
と主張するつもりはないが,日本の大学で学んでいる外
国人留学生の場合,日本語を母語とする人々とのコミュ
ニケーションを日常的に行わなければならないわけであ
るから,オノマトペの学習は必要であると考えている。
語の形態と,その意味との関係は,元々懇意的である。
約束事として,一つ一つ学び,身に付けていく必要があ
る。オノマトペも同様である。もちろん,擬音語,擬声
語にういては,自然音をありのまま写したものと説明さ
れたりする。しかし,当該言語を,母語としない学習者
が,或る一つの音声表現を耳にしたり,文字表現を目に
しただけで,その意味を推測出来ると考えるのは妥当で
はない。まして,母語話者のように長い時間を語棄習得
にかけるわけにはいかないのである。
語嚢教育の方法の中で,語義の教育について,メディ
アによる分類が, 『語嚢の研究と教育(下) 』 (国立国
語研究所1985　p.166)に出ている。
( I )直接的方法　　　　実物による方法
(Ⅱ)間接的方法
(1)非言語的方法(感覚的方法)
代用物による方法
(2)言語的方法(概念的方法)
日本語による方法　説明法
%m法
例文法
媒介語による方法　翻訳法
説明法
オノマトペの語義を教えるのに,上記で述べられてい
る, 7つの方法が利用できるかどうかを考えてみたい。
オノマトペは副詞,あるいは,するを付加した動詞と
して,用いられることが普通であるのだが,可能である
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なら,直接的方法は経験に基づくわけであるから,理解
しやすいと言えよう。代用物による方法も,現在では,
コンピュータ・グラッフィックス,ビデオ映像,オーディ
オ・テープによる録音も使えるので,利用すべきである。
特に,ビデオ教材は余計な情報は排除した形で,状況が
明確にされるので,利用を積極的に行うことを勧めたい。
新しい語嚢を既習の日本語を用いて説明する方法は,可
能な限りにおいて,用いられるべきであるが,あらゆる
言吾についてうまくいくとは限らない。その場合,媒介語
に頼らざるをえないと考える。それも,単なる翻訳法と
いうのは,何時も可能とは限らない。対応する語が,媒
介語にない場合があるからである。その際は,媒介語に
よる説明法が用いられることとなる。オノマトペの場合,
例文法というのが,実際のテキストにおいて,よく用い
られていることが調査の結果分かったが,前章において
述べたように,前後の脈絡のない1文においてのみ扱わ
れているのでは,語義の理解は,容易とは言えない。
[AKP]のテキストにあったように,動詞との組み合わ
せ考えて,分類することはオノマトペの意義を教授する
ために役に立っことではあるが,個々の語の意義を教授
するには,上記の7つの方法のうち,ふさわしいものを用
いなければならない。
調査した, 21種類のテキストにおいて,同じだけのオ
ノマトペが扱われていたわけではない。実際には,どの
語を教えるべきかが問題となる。それについて,玉村
(1989)は, 『日本語教育のための基本語嚢調査』 (1984)
に基づく, 18語をE]本語教育の初級段階で教えるべき音
象徴語の基本語としている。それは, 「ちょうど,ゆっ
くり,きっと,はっきり,もっと,ずっと,ちょっと,
びっくり,やっと,すっかり,ようやく,きちんと,しっ
かり,ぼんやり,ちゃんと,ちっとも,がっかり,にこ
にこ」である。 (上記18の語が21種類のテキスト中に用
いられているかどうか,及びその他によく用いられてい
るオノマトペについての調査結果は表1,表2を参喝の
こと。)ここには,擬音語,擬声語は入っていない。調
査の結果からは,実際の初級用テキストではむしろ擬音
語,擬声語に,そして,擬態語としても,病気の症状を,
伝えるためゐ語嚢としての擬態語に焦点を置いているこ
とが知られる。良く使われる,擬態語であっても,良く
使われるがゆえに,わざわざ擬態語であると意識しする
必要がなくなっているいるものについては,カリキュラ
ム編成上時間の余裕のない時には,オノマトペとして,
シラバスに取り上げることがないのが日本語教育の現状
であるし,それについては,筆者も賛成の立場を採る。
もちろん,語嚢体系としてのオノマトペの世界について
の知識を学習者に与えることが,目標とされる場合には,
学習者のレベルにかかわらず,正確で,必要充分な知識
が教授されるべきである。しかし,たとえ,オノマトペ
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の形態上の特徴について,知識を持っていても,_　日本語
を母語としない学習者が,或る語を例えば,単なる副詞
であるか,擬態語であるか判断することは,一難しい。既
に述べたように,国語辞典はこの点について,全く役に
立たないのであるから,なおさ・らである。学習者にとっ
ては,或る語が擬態語であると知っているよりは,その
語の語義が分かり,言語生活上,・適切に使えるかどうか
が問題である。この点に焦点を置き,語嚢教育としての
オノマトペ教育を考えなければならないのである。そこ
で,教育上の対象となる語柔の選択が次の課題となって
くる。学習者のニーズに従い,適切な語費を選択する必
要がある。日常生活語嚢としてのオノマトペがまず, _逮
ばれなければならない。、日本語教育用テキストにも載っ
ていた,病気の症状を述べるのに必要な語嚢,気持を表
すのに欠くべからざる語嚢が決定されるべきであるが,
これは,今後の課題としたい。
さいごに
現実の日本語教育においては,教材としての日本語の
テキストを筆者が調査した限りでは,どのような語嚢を
どれくらい,各レベルで教えるべきかについて共通の理
解はまだなされていないと言えるO語嚢教育を積極的に
行おうという姿勢も,あまり見られないようである。オ
ノマトペ教育についてのガイドラインが出来上がってい
るわけではないことが分かった。日本語を教授する側に
あっては,オノマトペの世界について,自らが充分知識
をもつことを前提とし,自らのかかわる学習者に必要な
オノマトペをどのように選択するのか,又,~どのように
提示し,語義と用法を理解させていくのかという問題が
残されている。日本語教育の現場にいる者として,引き
続き,この問題に取り組んでいきたい。
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A Study on How Onomatopoeia is Handled in Teaching Japanese
as a Second Lauguage
Yuko Watanabe
(Senter for School Education, Hyogo University of Teacher Education,
Yamakuni, Yashiro, Kat0-gun, Hyogo 673-14 Japan)
The purpose of this paper is to show how `onomatopoeia' is handled in `Teaching Japanese as a Second
Langage'. Japanese Language textbooks of 21 kinds for foreigners were investigated for this purpose. In this
paper, the term `onomatopoea is used to refer to both `giongo' and I ritaigo'. `Giongo' can be defined as `a
cry or sound expressed as a word' and `gitaigo' as `a word which describes an action, an attitude on an ap-
pearance'. We shculd notice that teaching `onomatopoeia' is a part of `vocabulaty teaching'. We must
draw attention to the fact that foreign students studying at a university level in Japan need to communicate with
the native speakers of Japanese, who employ `onomatopoeia' daily. I would like to emphasize that `onomato-
poeia' must be taught as a part of a syllabus. It has been proved that `onomatopoeia' is not considered as one
of the most important teaching items at the elementary level. It can be said that learners ofJapanesewillbeleft
with no knowledge on `onomatopoeia' . The textbook authors seem to think that it is not important whether
or not a certain word is　`gitaigo' if it is already regarded as an ordinary adverb. And thepresentwritertakes
a simmilar view. How many onomatopoeiaes and how much knowledge on ・onomatopoeia' to teach depends on
each need of each learner. As a matter of fact, it is very difficult to identify a certain word as a `gitaigo' ,
even if learners have knowledge about `onomatopoeia' . It is more valuable and useful for them to be able to
use each onomatopoeia properly than to have profound knowledge about it. We can say that we have succeeced
m teaching `onomatopoeia' only when learners come to be able to use it in their daily life. It remains to be
proved that a certain onomatpopetic vocabuary is indespensable for learners through practical research
onomatopoeia.
Key words: onomatopoeia, vocabulary teaching
